
ずり葉のように、次の世代
へバトンを渡す場面があり

ます。渡されたバトンは落とさない
ようにしっかり握り、やがてまた次
の人へと渡すときが来るまで全力で
守り続けます。
　ゆずり葉は若芽が伸びてから古い
葉が落ちることから、親が成長した
子どもに後を譲る様子や先達が後続
を指導したり、道を示したりし、役
割を引き継いで去ることに例えられ
ます。

　先日、ある商業施設にショッピン

グに行ったとき、２人で連れ立って
巡回している清掃スタッフをみかけ
ました。
　２人は話しながらゆっくり歩いて
来て、ときどき立ち止まり、確認す
るように壁沿いの隅を指さしたり、
上を見上げたり、ごみ箱の周辺を
チェックしたり。その様子は先輩が
後輩に何かを教えているように見え
ました。後輩はうなずきながらメモ
をし、時折何か尋ねています。
　すれ違うお客様へのあいさつは面
白いようにシンクロしていて、息が
合っているなぁと感じました。時期
的なものもあってか、ふと「ゆずり
葉」という言葉が浮かびました。

「研修とは何か」を手取り足取りご
指導くださった方です。
　研修は、長く行ったからといって
効果があるわけではない。研修を受
けた人のなかに、「受けてよかった、
ちょっと得した」と思えるような気
持ちが生まれる時間にしないとい
けない。来てよかったと思って帰る
からこそ、いつまでも忘れずに思
い出す。そして思い出したときに、
講師はあんなことを言っていた、こ
んなことを習ったんだと学びが生
きるのよ。
　この教えが、いまも心に残ってい
ます。「そこを目指さずして、他に
何を望むのかしら」という先輩の言
葉を、いまでも毎回思い返して研修
に臨んでいます。
　そのなかでも特に先輩が身をもっ

て示したのは、「時間は正確に」と
いう教えです。決められた時間に始
めるのは当然ですが、終わりの時間
もできれば少し早めに切り上げる。
そのためには、事前の準備が重要で
す。時間どおりに終わるということ
は、講師の矜

きょうじ
持であるとともに、約

束は守るというマナーの基本を身を
もって示すことなのです。
　いまでも折に触れ、会っています。
会って食事をしながら話をする、会
うと活性化され新たな気づきをくれ
る、そういう先輩です。先輩自身は
数年前に講師としての第一線を退
き、いまはボランティア活動で忙し
い毎日を送っています。ボランティ
アも楽しそうです。いつまでも大切
にしたい人です。
　彼女から引き継いだバトンを次に

　この先輩は幸せですね。ご自身が
身につけた技量やノウハウを引き継
いでくれる人がいます。後輩も幸せ
です。こうして指導してくれる先輩
が、目標となる人がいます。
　後輩は、その後ビニール袋を取り
替えました。あっという間の手際の
よさ、それを見守る満足そうな先輩
の顔、偶然見ていた私まで、なんだ
か得意な気持ちになりました。確実
に引き継がれたバトンが見えたよう
でした。

　そして、ある先輩を思い出しまし
た。
　私がまだ若いころ、研修講師とし
て右も左もわからなかったときに、
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ゆ

望の違いを伝えることになっている
んですね。　
　そんな符

ふちょう
牒を教えてもらい、サー

ビスを順調に進める一員として役割
を果たせる経験をさせてもらえる
と、仲間と働く楽しさや責任につい
て、また引き継いでいく流れの重要
さなど身を持って学ぶことになるの
だと思います。よい経験をさせても
らえているなぁと感じました。

　もう一つ、ホテルでの宴席の仕事
は料理提供が目立つけれど、実はそ
の前の準備がとても重要だと知った
と言います。
　テーブルを並べ、椅子を並べ、面

つら
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つなげることができるのか。まだま
だ研
けんざん
鑽が必要です。

　大学2年生の姪が、インターン
（職業体験）を始めたと聞きました。
弟家族とは、義母を交えてときどき
会って食事をします。そのときに姪
が話してくれる話は大変興味深く、
伯母さんはついついいろいろ聞いて
しまいます。
　都内のホテルでのインターンは、
まずは宴席での料理提供から始まり
ました。学生ですから学業優先は当
然ですが、単位の心配がないタイミ
ングでは授業だけに留まらず、学外
でも広く学ぶことができます。この
時期は、インターンで学べるチャン
スのようです。
　週末には宴会が多くあり、結婚
披露宴やある大物歌手のディナー
ショーなどで、すでに料理を提供し
たと聞きました。インターンを始め
ていままでのなかで印象に残ったこ
とを聞くと、一番先に話したことは、
ホテルでの料理提供には決められた
ことが多く、それを覚えなければな
らないことだと言います。
　例えば、食事後にコーヒーか紅茶
の希望を聞いて、まずカップをセッ
ティングし、置くスプーンの位置で
コーヒーなのか紅茶なのか、注ぐ係
の人に伝えるのだそうです。そのス
プーンの位置は、そこで働く人の共
通認識で皆がわかっていること。位
置の違いが、さりげなくお客様の希

を揃える。テーブルにはテーブルク
ロスをピーンと張って体裁を整え
る、いわゆる設営です。お客様のご
要望に沿ってその都度ごとにフォー
メーションが異なるため、作っては
変え作っては変えを繰り返す、この
準備にも参加させてもらっていま
す。
　こうして新しい芽が育っていきま
す。
　仕事にはお客様の目に触れる賑

にぎにぎ
々

しい仕事もあるし、その賑々しい仕
事を支える裏方の仕事もある。もっ
ともっといろいろと経験して、多く
を学んでください。
　そしてまた次に会ったときにも、
いろいろと聞かせてくださいね、
なっちゃん。
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あいさつまで息ぴったり！　
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